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子どもは積極的に活動に取り組むようになり，その結果運動での成功体験を得て自信に繋1 

がるという今の自身の授業に向かう理念の基礎となった。また，サッカーのナショナルト2 

レーニングセンターでのトレーニング指導の経験からは，テキストから得た専門知識やト3 

レーニング技術はそのまま誰にでも有効になるわけではなく，対象者のニーズや身体的・4 

心理的状態によって取捨選択し工夫しなければ，成果をあげることはできないということ5 

を学んだ。 6 

学校での学びは，ともすると暗記型，方法収集型になりがちであり，それをもって学び7 

と解釈してしまうことが少なくない。しかしながら，保育者の仕事においては，覚えた知8 

識や方法を目の前の子ども一人ひとりあるいはクラスの特徴に合わせて，取捨選択し工夫9 

して発信する技能が求められる。この技能を獲得することは容易なことではないが，その10 

技能が発揮され有効に働いたときに得られる子どもたちの成功体験と笑顔は，保育者自身11 

の努力の結果得られる最高の成果となると考えている。この成果をめざして努力できる保12 

育者を育てたいと考えている。 13 

14 

3. 方法15 

理念で示した 3 つの視点に基づき，学生自らが保育技能を高める努力ができるようにな16 

る教育にしたいと考えている。そのために，以下に示す方針と具体的な方法を用いて授業17 

に取り組んでいる。 18 

方針 1：多様な他者と協働する力 19 

1) グループ活動を通した学び20 

質の高い学びを得るためには，学生が個別に努力するだけでなく，他者に対して自分の21 

考えを発信し，他者の考えから学ぶことも有効である。さらに，学んだ内容を他者に説明22 

するという出力の機会は，学びを解釈し定着させるために有効である。そこで，担当科目23 

全てで LITE（Learning in Teaching：ライト）（広沢, 2013）という手法を取り入れてい24 

る。この方法は，授業で学んだ内容をグループの学生相手に説明する，つまり「教えるこ25 

とで学ぶ」というものである。相手に伝わるように説明するには，学習内容を記憶するだ26 

けでなく，相手に伝わるように言葉を選び教材を選び伝える必要がある。これは，保育者27 

として，子ども，保護者，同僚とコミュニケーションを取る場面を想定して実施している。28 

さらに，クラス全員の前に立ち，授業内容についてのプレゼンテーションも行っている。29 

これにより，緊張感のある状況でも相手に伝わるように説明するという，より実践場面を30 
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想定した学びの機会としている。 1 

体育実技では，肩を組んで円陣を組んだりハイタッチしたりすることを推奨し，良好な2 

人間関係の心地よさを体験できるようにしている。また，集中授業としてスノーボードを3 

採用している。90％以上が未経験で不安感や恐怖感の大きい状況で，グループの仲間と励4 

まし合い教え合いながら難しい技術や厳しい環境に向き合い乗り越え，達成感を共有する5 

機会としている。 6 

方針 2：学習内容を理解する力・感情に気づく力 7 

1) リアクションノートの活用 8 

子どものやる気を引き出し成功体験に導く保育を行うためには，活動中の心の動きを考9 

えることが不可欠である。そこで，運動遊びⅠ・Ⅱ，保育実践と青森（健康），体育実技に10 

おいて，活動中どのような感情が生じ，授業が進むにつれてどのように変化したのかをリ11 

アクションノートに記録するように指導している。さらに，自分以外の学生はどのような12 

感情であったと考えられるかを想像することも求め，同じ活動の中で生じる多様な感情を13 

記録するように指導している。このように体験と感情を結びつけることで，運動遊びを計14 

画する際にどのような感情が生じ得るかを想像し，ねらいの達成に向けた工夫の足がかり15 

になるようにしている。また，授業では一斉指導となるため，理解度に個人差が生じる。16 

そこで，リアクションノートに感想や質問を記入することを促し必要に応じて回答を記入17 

することで，個別に対応できるようにしている。 18 

現在は，紙のノートから Microsoft OneNote に切り替えることで双方向性の向上と効率19 

化を図っている。 20 

2) 動画撮影機器の活用 21 

運動遊びⅠでの鬼ごっこや雪あそびなど，人が入り乱れて行われたり広いグラウンドで22 

行われたりする活動を動画撮影する際に，360 度カメラを使用している。これまでは通常23 

のビデオカメラを使用してきたが，筆者自身がレンズを向けた画角に収まる状況しか記録24 

することができなかった。360 度カメラを用いることで活動全体を動画に収めることがで25 

き，活動後に PC で全体を確認した上で，フィードバックに活用できる場面を選んで学生に26 

共有することが可能になった。 27 

運動遊びⅡと保育実践と青森（健康）での模擬授業の実践では，子ども役が大きな声を28 

出したり走り回ったりすることや保育者役とビデオカメラの位置が離れることで，保育者29 

役の発言内容が聞き取りにくい動画になる。そこで，保育者役の学生にワイヤレスマイク30 
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を装着させ撮影動画に発言内容が一緒に記録されるようにすることで，模擬授業を通して1 

保育者がどのような場面でどのような発言（関わり）をしたのかをわかりやすくして学生2 

に共有することが可能になった。 3 

方針 3：運動技能の習得・レジリエンスの育成 4 

1) 視聴覚教材の活用 5 

保育者は子どもの運動遊びを展開するにあたり，個人差の大きい子どもの集団を相手に6 

保育者の設定したねらいに向けた指導をすることになる。そのような場面を想定した実体7 

験として，体育実技の授業においても学生一人ひとりの運動能力の個人差に合わせた指導8 

を通して成功体験を積めるようにしている。そのために，運動学的，運動力学的視点から9 

どのような動きになっているのか，どのように力が働いていると考えられるかを示すこと10 

は有効であると考えている。そこで，タブレット端末を用いて撮影した学生自身のスロー11 

モーション映像や，3DCG を用いた人体解剖学のアプリ，簡易的動作分析アプリを活用し，12 

運動学的，運動力学的要素を理解できるようにしている。加えて，対象となる運動をした13 

時に生じる感覚について問いかけ言語化させることで，実際の運動，動画やアプリを用い14 

た客観的視点に運動感覚を組み合わせて運動理解の促進を図っている。 15 

2) 筆者自身の実技参加 16 

 体育実技では，運動全般あるいは運動種目により苦手な学生もいる。苦手な学生は，失17 

敗してチームに迷惑をかけることを恐れ消極的になってしまうことや失敗して落ち込んで18 

しまうことがある。そこで，可能な時には筆者自身もチームに入り学生と一緒に参加する19 

ことで，技能の見本を強調して示したり，意図的に失敗して失敗に対する向き合い方を示20 

したりする機会としている。それにより，保育者としても必要である果敢にチャレンジす21 

る気持ちや失敗に負けない気持ちの育成をねらっている。 22 

3) 実技試験を通した学び 23 

実技試験は，運動遊びⅠ，体育実技で実施している。 24 

運動遊びⅠでは，マット運動（前転・後転・前転補助・後転補助）となっている。これ25 

は，幼児体育指導者検定の実技内容と同様のもので，見本としての正確さ，コツをわかり26 

やすく表現する表現力，安全確保の技術を定着させるために実施している。 27 

体育実技では，５種類の運動課題を設定している。当科目は，一般教養科目でありなが28 

らも保育士資格，幼稚園教諭二種免許取得の必修科目にもなっていることから，保育場面29 

において運動や保育者への興味・関心を引き出すことへの活用も意図して，各種スポーツ30 
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の主要な技術ではなく，コツを掴み調整力を発揮すれば成功する，ボールや用具を扱う技1 

を採用している。例としてボール課題３種目の写真を示す（写真 1, 2, 3）。これらの 3課2 

題は，授業期間中に何度でもチャレンジできることとし，成功するまで継続して取り組む3 

課題としている。残り２種目は，床に置いたバドミントンのシャトルをラケットで拾い上4 

げる課題（10 回中 5 回成功）と，バドミントンコートでネットの向こう側から打ち出され5 

たシャトルをラケットでキャッチする課題（10回中 5 回成功）である。この 2 課題は授業6 

最終回の時間内に同時に 5人ずつ実施し，緊張する状況でも適切に運動パフォーマンスを7 

発揮できるかを試す課題としている。 8 

写真 1, 2, 3を挿入 9 

 10 

4. 成果 11 

 教育実践に対するリアクションノートの記載内容を表 1 に示す。各方針と方法に対して12 

肯定的なコメントが見られたことは，保育者の資質・能力の向上に貢献することをめざし13 

た実践について一定の成果が得られたと考えている。また，筆者の研究室に所属する学生14 

が，特別研究論文（卒業論文に相当）で準優秀賞を受賞した。論理的にまとめ，伝える能15 

力の育成についても一部成果を得ることができたと考えている。 16 

表 1 を挿入 17 

 18 

5. 目標 19 

教育の責務や理念に基づき方法を選択し工夫して教育にあたっているが，その成果は担20 

当した学生全員にもたらされたとは言えない。そこで，短期的目標としては 2025 年度末ま21 

でに体育教育で獲得される保育者コンピテンシーを測定する尺度を開発し，学生が獲得し22 

た保育者としての基盤的能力を可視化できるようにしたい。長期的には，筆者が担当する23 

科目やその内容についての理解の深化に加えて，幼児教育・保育に関する現状の理解を深24 

めること，そして，生活様式の変化や技術革新にアンテナを張り，より良い教育となるよ25 

う改善し続けることを常に意識して取り組んでいきたい。 26 

 27 

おわりに 28 

 筆者はこれまで，所属校において TPチャートおよび簡易型 TPの作成を経験してきた。29 

しかし，それはあくまでも個人的な振り返りであった。今回，本稿を執筆する機会を得て，30 
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複数の大学教員の TP や文献を参考に多様な優れた事例に触れ，個人での振り返りだけで1 

なく多様な実践の積み重ねとそれを共有することの大きな価値を再認識することができた2 

（井上, 2025；川﨑, 2025；木内, 2021, 2024, 2025；高橋, 2025）。本稿も多様な事例の3 

一つとして，体育教育の発展の一部となれば幸いである。 4 

 5 
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